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１ はじめに-PBTとは？- 

Process-based Therapy（以下「PBT」という。）は、Steven 
C. Hayes や Stefan G. Hofmann ら（2022）によって提

唱された、診断/病理名のみではなく、当事者の人生のプロ

セスを詳細に捉え「目の前の個人にとって有効な心理療法」

を組み立てるアプローチである。PBTでは、プロセスを「人

の幸福に影響を与えることがわかっている一連の出来事」

と定義する。そして臨床家は、このプロセスを、進化科学

を通して、生物生理学・機能分析・社会文化的背景・過去

の文脈等の個人を取り巻く複雑なネットワークとして理解

し、多次元的かつ多段階的にアプローチしていく。PBT は

「新しい心理療法の一つ」ではなく、「種々の心理療法を整

理し、目の前のクライエントに合わせて有効活用するため

の枠組み」であり、臨床ケースの「個別性（多様性）」と研

究ベースの「エビデンス」の両方を重視し、いわゆる職人

技のセラピーを体系的に実施できる可能性を秘めたアプロ

ーチである。 

 

２ 目的 

当研究所では、PBT で用いられるEEMM（拡張進化メ

タモデル；Extended Evolutionary Meta-Model）を実践す

るツールとして開発された、EEMM グリッドの日本語版

を作成し、障害者雇用の支援現場で活用を始めている。こ

れまでのアプローチでも、支援者とクライエントが一緒に

EEMM グリッドを作り上げるプロセスを通して、クライ

エントの自己理解や気づきが深まり、効果的なACTアプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローチやセルフマネジメントスキルの向上を示唆する結果

が得られている。 

本稿では、PBT で用いられるEEMM グリッドの構成や

活用方法について、仮想事例を交えて解説する。 

 

３ EEMMとEEMMグリッド 

EEMM は進化科学に基づく、多面的・多階層的な変化

のプロセスの「メタモデル」である。感情・認知・注意・

自己・動機・表出行動)は個人レベルの発達の次元であり、

これらは生物生理学、社会文化の２つの階層の中に入れ子

になっている。EEMM グリッドは、このモデルを実際の

対人援助場面で実践できるよう開発されたツールである。

EEMM グリッドでは、６つの次元を上中の２行に、２つ

の階層と文脈を下の１行に配置している。これらのグリッ

ドを活用し、面談等におけるケースの言動や履歴を分類し

たり、各次元と各階層を文脈における変異・選択・保持の

観点から検討したり、また、病理的なプロセス（不適応）

と健康的なプロセス（適応）を表すグリッドを作成したり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ EEMMグリッド日本語版と各グリッドに対応する質問例および分類項目例 

図１ EEMMとEEMMグリッド 
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することができる。図２にでは、EEMMグリッド日本語版と

各グリッドに対応する質問例および分類項目例を示している。 

 

４ 仮想事例Aさん 

ケース A さんの概要：事務職をしている ASD の 30 代

男性Aさん。大学を卒業後、デザインの仕事や服飾販売の

仕事などを経て、現職についている。現職に就いた直後に

は、その時の上司が厳しく、「ダメだ、また間違っている。

さっきも説明したことだから自分で考えてしっかりやって」

と何度も言われストレスを感じることが多かった。最近、

仕事の内容が変わった。上司から仕事を教えられるが上手

く理解できず、間違いを指摘されることが多い。本人は、

注意や指摘を受けると、叱責されたと感じ、人格を全て否

定されたと受けとめてしまう。そして、「教え方が悪い、伝

えられていない、理不尽だ、納得できない」等の思考や、

不安・悲しみ・怒りの感情や自分ができないせいだとの自

責感を感じる。その結果、職場の周囲の人と距離を取るよ

うになったり、必要以上に丁寧な口調で話したり、感情を

表に出さないように振る舞っている。しかし、時々他者に

厳しい口調で話す様子が見られている。また、自分で考え

て行動することは不適切で、言われたことだけをしていた

いという、プライアンス＝他責的行動を取りがちな傾向が

強い。 

ケースA さんの生育歴等：学校での成績は常に平均以

上ではあったものの、小学校の頃から母に宿題をチェック

され、「ダメ・違う」と厳しく言われ何度もやり直しをさ

せられていた。高校・大学受験では、受験したかった学校

を母に否定され、母と担任が勧める高校に行くため苦手な

勉強を強いられた。就職後、就職してもやりたい仕事に着

くことができず、ストレスから病院を受診し障害について

の診断を求めたが、複数の医師から「障害ではない、考え

すぎだ」と言われつづけ理不尽な思いをした。 

ケースA さんについての分析：相談等で得られたこれら

の情報から、図３のようにEEMM グリッド・ネットワー

ク図を作成し、問題の整理・分析を行った。 

図３によれば、現在生じているAさんの行動は、現状の

職場環境によってのみ生じているのではなく、幼少期から

の A さんの体験や過去の職場での体験などから培われた

自己概念や考え方・捉え方に強く影響されている。それら

の影響から、A さんは自分の現状や他者の言動等に過度に

注意が向くような傾向を呈している。また、それらの思考

や注意の傾向は、過去の体験で感じた「不安・悲しみ・怒

り」などのネガティブな感情と結びつけられており、A さ

んは現在も、これらの感情に苦しめられている可能性があ

る。A さんはこれらの非常に困難な私的でき事からの回避

（体験の回避）のために、大声や他責的発言、その場を離れ

る、黙って耐える等の行動を行っていると考えられる。 

ケースA さんへの対策：Aさんの分析結果から、過去 

に形成された関係ネットワークが、複数回に渡る同様の経

験の中で複雑に関係づけられていることから、A さんがこ

れらの関係ネットワークの関係づけについて気づき、視点

取得や階層の関係フレームを用いたアプローチを行ってい

く必要性が示された。そのため、マインドフルネスエクサ

サイズを中心に、アクセプタンス・脱フュージョン等のア

プローチを提供し、さらにセルフコンパッションへと展開

する方向性を検討した。また、社会的に望ましい価値の言語

化が見られたことから、価値に向かう行動の活性化に向けた

アプローチについても平行して支援することを検討した。 

 

５ 今後の展望 

職リハ分野では、個々の障害者の障害状況や行動の変化

は、企業のスタンスや職場環境に大きく影響されるため、

対個人から対組織まで、多様なサポートが求められる。 

このような特徴のあるサポートを実現するには、診断/

病理名に基づくサポートよりも、PBT のような、個々の人

生における複雑なネットワークに対する、広い視野に基づ

く柔軟なアプローチが、より重要であると感じている。 

今後、より機能的な職業リハビリテーションサービスに

おける、PBTのアプローチの担い手を育成できるよう、研

修等の体系化や実践に取り組んでいきたい。 
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